
 

 

刊行のお知らせ 

待望の新刊 

『プライベート・エクイティと ESG』 
本書の特徴 

日本において ESG に関する議論が進展するなかで、プライベート・エクイティ・ファンドの投資活動における ESG

要素の考慮について論じた本邦初の専門書。日本のバイアウト・ファンドの投資先企業における ESG の推進事例も紹

介。また、非上場の中堅・中小企業にも ESG への対応が求められていくなかで、プロフェッショナルへのインタビュ

ーおよび座談会を通じて、今後の展望について考察。そして、巻末には、プライベート・エクイティ・ファンドの投

資活動で直面する ESG関連の専門用語の解説に加え、プライベート・エクイティに関する用語に ESG の視点を加えて

説明を行った「ESG・PE用語集」を収録。 

プライベート・エクイティ・ファームにおいて投資活動に従事するプロフェッショナル、プライベート・エクイテ

ィ・ファンドへの投資を行う機関投資家やゲートキーパー、M&A 案件およびバイアウト案件のサポートを行う M&A ア

ドバイザーや弁護士、LBO ファイナンスを拠出する金融機関の方々に待望の専門書。また、事業会社において CSR・

ESG・サステナビリティなどの実務に従事されている方々や、アセット・マネジメント会社の ESG・サステナビリテ

ィ担当者、ESG コンサルタントの方々にもお薦めの書。 
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巻末には、受託者責任、エンゲージメント、ESGインテグレーション、環境デューデリジェンス、サプライチェーン、DEI
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の視点を加えて説明を行った「ESG・PE用語集」を収録。 
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